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内部質保証における自己点検・評価報告書 

 (対象年度：２０２４（令和６）年度) 

 

２０２５（令和７）年１１月 

福岡女子大学 自己点検・評価委員会 

 

 

１．はじめに 

 福岡女子大学では、教育研究活動等の改善・向上を目的として組織や規則の見直しを行い、

２０２１（令和３）年１２月に「公立大学法人福岡女子大学内部質保証推進規程」を新たに

制定し、自己点検・評価委員会が内部質保証の推進を担うこととした。自己点検・評価委員

会の委員長には学長をもって充て、全学における責任体制を明確にした。また、２０２２（令

和４）年４月に「福岡女子大学内部質保証実施要領」（以下「実施要領」という。）を制定し、

各組織が自己点検、評価、改善を実施するための具体的手順を定め、新たな内部質保証体制

の運用を開始した。 

実施要領の第２条には、内部質保証の対象とする活動を、教育課程に関すること、施設及

び設備に関すること、学生支援に関すること、学生の受入に関すること、研究に関すること、

国際化に関すること、地域連携に関すること並びに情報化及び内部質保証の実施支援に関

することと定めている。これらの活動について、各活動に関わる学部や学科、研究科、セン

ター等が、点検・評価を行う。点検・評価は、１年に１回行うモニタリング（簡易な点検・

評価）及び５年から７年に１回行うレビュー（総合的な点検・評価）（以下「モニタリング

等」という。）によって実施する。 

本報告書は、２０２５（令和７）年度に実施した内部質保証の結果をまとめたものである。 

 

２．実施手順 

 本年度は、モニタリングを実施した。点検・評価の対象は２０２４（令和６）年度の諸活

動である。 

 本学の学部教育課程は国際文理学部の 1 学部体制であり、国際教養学科、環境科学科、

食・健康学科及び学部共通教育機構（以下「学科等」という。）から構成されており、学問

分野が多岐にわたる。そのため、まず学科等の長は国際文理学部長の指示の下、モニタリン

グ等を行い、その結果を国際文理学部長に提出する。国際文理学部長は学部として総括した

モニタリング等を実施し、その結果を学科等の結果と共に自己点検・評価委員会に提出する。 

人文社会科学研究科、人間環境科学研究科、各センター及び附属図書館（以下「研究科等」

という。）の長は内部質保証の対象となる活動についてモニタリング等を行い、結果を自己

点検・評価委員会に提出する。各組織は実施要領に別紙様式として定める自己点検・評価シ

ート（以下、「自己点検・評価シート」という。）の「Ⅰ チェックリスト」を用いてモニタ
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リング等を実施する。その結果、改善を要する事項があると認めた場合は、自己点検・評価

シートの「Ⅱ 改善を要する事項」に改善計画及び進捗状況を記載する。 

各組織での対応が困難であり、全学での検討が必要であると判断した事項については「Ⅲ 

全学での検討が必要な課題」に記載する。また、必要に応じて「Ⅳ 優れた成果が確認でき

る取組」に具体的内容を記載する。このように作成した自己点検・評価シートを自己点検・

評価委員会に提出する。自己点検・評価委員会は各組織から提出された自己点検・評価シー

トに基づき、本学の活動全体についてモニタリング等を行う。今回確認された課題について

は、自己点検・評価委員会がその後の対応状況について確認を随時行う。 

 

３．総括 

 本年度は４年目の自己点検・評価を迎えた。本学の活動全体のモニタリングの結果、「改

善を要する事項」では各項目において改善計画が提出された。引き続き改善状況を確認して

いく。 

「優れた成果が確認できる取組」では、６つの取組が挙げられた。 

また、昨年度実施したモニタリングにおいて「改善を要する事項」及び「全学での検討が

必要な課題」に挙げられた項目について取組状況の確認を行った。各組織において改善に向

けて取り組んだことを確認した。 

 

４．「改善を要する事項」のうち主なもの 

１）教育課程に関すること 

・項目番号１－２０ 厳格で適正な成績評価に向けた指針（共通教育用）に基づいて評価が

なされているか、言語教育センター内での確認が必要である。 

［言語教育センター２６ページ］ 

 

４）学生の受入に関すること 

・項目番号４－４ 入学者の定員充足を図るため、アドミッションセンターと連携して大学

院説明会を企画・運営する。2024 年度に続いて、国内遠隔地や国外からも参加可能とな

るよう、オンライン方式を導入し、実際に海外からの参加も得られた。一方、学部のオー

プンキャンパス当日に実施する大学院説明会は中止も検討したが、対面での相談機会を

確保するため、2025 年度も実施を計画している。また、現役高校教員の大学院受け入れ

促進を目的として、2023 年度の福岡県公立高校校長会（福岡地区）の参加に続き、2025

年度は同校長会（筑後地区）に参加し、広報活動を行った。 

 ［人文社会科学研究科４５ページ］ 

・項目番号４－４ 2024 年度の博士前期課程の入学者数は定員充足率 58%であった。2025

年度は８名の入学者があり 67%となったが、7 割以上には達していない。2026 年度入学

者は、７月末時点で６名となっている。対策として、両研究科長とともに、近隣大学や高
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校の校長会において本学大学院の説明を行うなど、社会人入学者数の増加を図る取り組

みを進めている。また、大学院説明会を開催し、学内外の学生を対象とした説明も実施し

ている。 

 ［人間環境科学研究科４６ページ］ 

 

５）研究に関すること 

・項目番号５－４ 2024 年度に、次年度に向けて改善検討し、福岡女子大学基金学術研究

助成金交付事業実施要綱の一部改正（R7.4.1）を行った。 

［女性リーダーシップセンター５０ページ］ 

 

５．「優れた成果が確認できる取組」のうち主なもの 

１）教育課程に関すること 

・項目番号１－１６ 学生が委員として参画する 6 委員会において 24 名の学生が活動を行

った。年 4 回の全体セッションと各委員会等での活動を通じ、学生自身が各々のリーダ

ーシップ像を描き、成果を発揮することができた。 

［学生支援センター２７ページ］ 

 

３）学生支援に関すること 

・項目番号３－１ 2024 年度新入生を対象に、安心安全で充実した学生生活を送ることが

できるように、防犯・薬物乱用防止、カルト対策、キャンパスハラスメントに関するガイ

ダンスを実施した。 

・項目番号３－１ 2023 年度に福岡県がん感染症疾病対策課との連携により実施した出張

子宮頸がん検診を、2024 年度は本学独自の取り組みとして実施し、51 名の学生が受検し

た。 

・項目番号３－１ 全国大学保健管理協会が主催する「ウォーキングチャレンジ」に 2023

年度に引き続き参加した。個人では 83 名、団体では 20 組（76 名）の合計 159 名が参加

した。１か月間のウォーキングを続けることにより、学生や教職員の健康増進の意識を高

めることができた。 

・項目番号３－２ キャンパスのオープン化を目指し、イルミネーション点灯式を実施し

た。学生もプロジェクトチームに加わり、企画・運営等で活躍した。 

・項目番号３－２ 学生オリエンテーション委員が主体となり、企画から運営までを実施し

た。相談会、学内ツアー、サークルブースのイベントにより、新入生が同級生や上級生と

繋がりをつくる機会を設け、大学生活への不安を解消するとともに様々な活動に挑戦す

る機会を創出した。 

［学生支援センター３８ページ］ 
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７．２０２４年度に実施したモニタリングの改善状況のうち主なもの 

【改善を要する事項】 

・項目番号１―１４、１―１５ コース制廃止後の新カリキュラム（2022 年度以降）では、

AA、CA の他に国際教養演習、卒業研究演習の担当教員による履修指導等を行うことが

できる体制を構築し、学科の全学生をカバーしている。 

［国際文理学部、国際教養学科］ 

・項目番号１―２０ 各英語技能に関して、教員内で目的や達成目標を明確化し、またどの

技能の科目をより検討しなければならないか等を明文化した「Objective100」の素案を作

成したことにより、当初の対応案は対応済となった。しかしながら「厳格で適正な成績評

価に向けた指針」に基づいて評価がなされているか確認が必要であり、その対応を検討中

である。 

［言語教育センター］ 

・項目番号１－２９、１－３０、１－３１ 研究科としては特別時間を設けての実施はして 

ないものの、個人業績評価に絡んで各自改善を図っている。1-29,30 については、関連す

る組織と課題等意見交換を行い、アンケートは毎年度実施し、集計・分析については複数

年をまとめて実施することとして実施要領を改正した。 

［人間環境科学研究科、戦略企画センター] 

・項目番号１－３４ FD を開催し、授業アンケートを踏まえた振り返りを行い、課題を共

有し、相互に授業改善への助言や改善策の検討行った。 

[国際文理学部、食・健康学科] 

・項目番号１－３５ ①EAT プログラム：運営会議等において、今後のプログラム継続及 

び運営体制について協議し、学生の留学機会の確保と経費圧縮の観点から、本学が幹事校 

となって、3 大学での持ち回り開催とすることを確認。※梨花女子大、マヒドン大と協議・ 

調整を重ね、持ち回り開催とすることで合意。2025 年 7 月に覚書締結。2025 年度は梨花

女子大で実施。②Davis プログラム：2024 年度は、県補助金が確保できたが、2025 年度

に当該事業が廃止となっており、為替相場も注視しつつ、学生の研修費負担軽減に向けた

代替資金の確保が必要。JASSO や県補助金に代わる公募資金等があれば、積極的に応募

を検討する。 

[国際フードスタディセンター] 

・項目番号１－３６ ４年次について、調査時期の入力者が０だった状況は解消され、学科 

全体の入力率は、2023 年度の 23.8％から 2024 年度の 27.2％へ 3.4 ポイント増加した。 

（学年別では、１年次が、89.5％から 86.4％へ 3.1 ポイント減、３年次が、2.0％から 1.9％ 

へ 0.1 ポイントの微減であったことに対し、2 年次が 11.7％から 23.3％へ 11.6 ポイント 

増、４年次が 0％から 2％へ２ポイント増となっていることから、学科全体の入力率の増 

加に２年次生が大きく寄与したと言える。）多かれ少なかれ全年次の学生が入力したとい 

う実績より、学修ポートフォリオが「学習成果の測定に利用されていない」という状況で 
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はなくなったと思料する。 

[国際文理学部、国際教養学科] 

・項目番号１－３６ 成績分布集計を共有し、各教員が点検を行い、改善への契機とした。

[国際文理学部、食・健康学科] 

・項目番号１－３６ 関係部署と協議を行い、「企業アンケート」の項目見直しや実施方法 

の見直しを行った。また、大学院修了生を対象とした「卒業生（修了生）アンケート」に 

ついても、より実質的な学習成果の測定を行うため項目の見直しを行った。具体的な活用 

法については、引き続き検討を続ける。 

[教育・学習支援センター] 

・項目番号４－４ 入学者の定員充足のため、まず外部からの大学院入学者増員の取り組み 

としてアドミッションセンターと連携して大学院説明会を計画し対応を行った。大学院 

説明会は国内遠隔地や国外からも参加できるように、オンライン方式を導入した。次いで、

現役高校教員の大学院受け容れの取り組みについては、2023 年度に福岡県公立高校校長

会へ参加して高校教員の大学院入学促進への協力を呼びかけ環境づくりに努めていたこ

ともあって、2024 年度において近隣県立高校の校長から本学学生等を対象に高校教員講

師としての採用推薦を依頼されるなど高大連携の協力関係を深めることができた。本学

への高校教員の入学は実現できなかったが、今後さらに高校側との連携強化を推し進め

ながら入学者増進の努力を重ねることとしたい。 

[人文社会科学研究科] 

 

 

【全学での検討が必要な課題】 

・項目番号１―２９ 回答数が少ないために参考にすることが難しいという意見を基に、関

連する組織と課題等意見交換を行い、アンケートは毎年度実施し、集計・分析については

複数年をまとめて実施することとして実施要領を改正した。 

・項目番号１―３０ 就職先にとっては、本学卒業生の学科を調べることは労力がかかり、

回答数が減ることが予想されるため、自己点検・評価委員会に諮り、学科は問わないこと

とした。また、アンケートの依頼は郵送ではなく、来校した企業に直接依頼することとし

た。 

 

以 上 


